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ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

へ
の
軍
事
侵
攻

に
よ
り
多
く
の

命
が
奪
わ
れ
て

い
ま
す
。
即
時
停
戦
が
強
く
求
め

ら
れ
ま
す
が
、
原
発
へ
の
攻
撃
も

懸
念
さ
れ
て
お
り
、
核
兵
器
の
使

用
さ
え
示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
。
７

月
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
で
は
、

ロ
シ
ア
の
反
対
で
合
意
文
書
が

採
択
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本

も
核
禁
条
約
を
批
准
す
る
よ
う
、

政
府
に
強
く
求
め
ま
す
。 

 

安
倍
元
首
相
の
国
葬
は
法
的

根
拠
が
な
く
、
国
民
の
多
く
が
反

対
し
て
い
ま
す
。
安
倍
元
首
相
は
、

森
カ
ケ
、
桜
を
見
る
会
な
ど
に
つ

い
て
説
明
責
任
を
果
た
さ
ず
、
国

会
で
も
百
回
以
上
の
虚
偽
答
弁

を
行
い
ま
し
た
。
日
本
国
憲
法
の

理
念
に
照
ら
し
、
国
葬
は
見
直
さ

れ
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。 

 

円
安
、
物
価
高
に
よ
り
生
活
が

厳
し
く
な
っ
て
お
り
、
生
活
が
困

難
な
人
へ
の
支
援
は
喫
緊
の
課

題
で
す
。
し
か
し
岸
田
政
権
は
経

済
政
策
を
怠
り
、
一
方
23
年
度

予
算
編
成
で
は
防
衛
費
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ

２
％
へ
５
年
計
画
で
引
き
上
げ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
財
源
は
明

ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
社
会

保
障
費
を
削
減
す
る
よ
う
な
こ

と
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
近
隣
諸

国
と
の
緊
張
を
高
め
軍
拡
競
争

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
岸
田
政
権

の
防
衛
政
策
を
厳
し
く
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

日
本
は
、
少
子
高
齢
化
、
人
口

減
少
と
い
う
時
代
を
迎
え
て
い

ま
す
。
22
年
の
出
生
者
数
は
70

万
人
台
に
な
る
と
予
想
さ
れ
、
一

方
65
歳
以
上
の
高
齢
者
は
３
千

６
百
万
人
を
越
え
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
状
況
の
中
で
社
会
的
イ

ン
フ
ラ
で
あ
る
社
会
保
障
制
度

を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
た
め
、
政

策
制
度
要
求
の
実
現
を
目
指
し

て
と
り
く
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 
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2022年 9月 20日（火） 第 351号 

「2022全国高齢者集会」を開催 
9月 14日（水）  新宿文化センター 

主
催
者
代
表
あ
い
さ
つ 

人
見
一
夫
会
長 

参
加
者
数
を
絞
り
、
３
年
ぶ
り
に
開
催 

 

９
月
14
日
、
退
職
者
連
合
は
全
国
高
齢
者
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今

回
は
、
参
加
者
数
を
絞
り
デ
モ
を
行
わ
な
い
等
、
で
き
る
限
り
の
感
染
症
対

策
を
行
う
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
「
暁
鼓
遊
」
の

和
太
鼓
に
続
き
、
主
催
者
を
代
表
し
て
人
見
会
長
が
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

会場には例年の三分の一、約500人の方にご参加いただくとともに、Webでの配信も行いました 
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ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
戦
火
が
続
い

て
い
ま
す
。
連
合

は
沖
縄
、
広
島
・

長
崎
、
根
室
で
平

和
行
動
を
展
開
し
、
核
兵
器
廃
絶

一
千
万
署
名
に
も
取
り
組
み
ま

し
た
。
平
和
な
く
し
て
暮
ら
し
も

労
働
運
動
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
派
遣
、
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
、
女
性
や
外
国
人
な

ど
弱
い
立
場
の
方
を
中
心
に
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
脆
弱
性
が

浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

22
春
闘
で
は
多
く
の
組
合
が
賃

金
改
善
分
を
獲
得
し
ま
し
た
が
、

依
然
と
し
て
日
本
の
実
質
賃
金

は
低
い
状
況
で
す
。
23
春
闘
に

向
け
議
論
を
深
め
ま
す
。 

参
院
選
挙
は
残
念
な
結
果
に

な
り
ま
し
た
が
、
統
一
地
方
選
に

向
け
、
働
く
も
の
の
立
場
に
立
つ

政
治
勢
力
の
結
集
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

連
合
は
女
性
参
画
の
推
進
を

一
丁
目
一
番
地
と
位
置
付
け
ま

し
た
。
す
べ
て
の
人
が
平
等
で
差

別
さ
れ
な
い
社
会
の
実
現
に
向

け
、
取
り
組
み
を
強
め
ま
す
。 

 

   

 

皆
さ
ん
に
お

願
い
し
た
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

民
主
主
義
は
手

間
の
か
か
る
営

み
で
す
が
、
そ
れ
を
省
略
し
よ
う

と
い
う
動
き
が
横
行
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
日
本
社
会
の
中
で
労

働
運
動
の
意
識
が
薄
れ
て
き
て

い
ま
す
。
こ
の
危
機
に
対
し
、
退

職
者
と
し
て
、
皆
さ
ん
の
力
を
こ

れ
ま
で
以
上
に
発
揮
し
、
社
会
を

変
え
る
原
動
力
に
な
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

  

 

現
役
の
平
均
賃

金
が
下
が
っ
た
結

果
、
今
年
は
年
金

が
下
が
り
ま
し
た
。

給
料
が
上
が
る
経
済
を
ど
う
実

現
す
る
か
が
最
大
の
課
題
で
す
。

ア
メ
リ
カ
の
配
送
運
転
手
は
年

収
２
千
５
百
万
円
、
最
賃
は
時
給

30
ド
ル
か
ら
交
渉
し
て
い
ま
す
。

経
済
政
策
、
社
会
保
障
制
度
改
革

に
真
剣
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。 

  

 

新
自
由
主
義

を
社
会
民
主
主

義
に
変
え
る
、
税

金
の
取
り
方
と

使
い
道
を
変
え

る
、
と
り
わ
け
公
共
サ
ー
ビ
ス
、

医
療
と
介
護
の
削
減
を
許
さ
な

い
、
そ
れ
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
や

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

今
回
の
国
葬
に
は
法
の
根
拠

が
な
く
、
さ
ら
に
安
倍
さ
ん
は
差

別
と
排
外
主
義
、
こ
の
社
会
に
分

断
を
持
ち
込
み
ま
し
た
。
社
民
党

は
国
葬
に
反
対
で
す
。 

                                

                                

集会は、「暁鼓遊（あかつきこゆう）」の皆さんの

こころ揺さぶる創作和太鼓演奏で始まりました。 

来
賓
あ
い
さ
つ 

 
清
水
秀
行 

連
合
事
務
局
長 

立
憲
民
主
党 

 
 
 
 

逢
坂
誠
二 

代
表
代
行 

国
民
民
主
党 

玉
木
雄
一
郎 

代
表 

社
会
民
主
党 

福
島
み
ず
ほ 

党
首 

実行委員会の構成団体。左から 

中央労福協       南部事務局長 

労金協会         芦川常務理事 

こくみん共済 coop  濱田常務理事 

＊運輸労連もオブで参加 

エイジレスライフの表章 

（左） 廣畑周子さん（岡山退） 

    瀬戸内牛窓国際交流フェスタ 

（右） 溝口勝広さん（NTT札幌退） 

    NTT労組札幌退職者の会 

       ボランティア「ユーネット」 

集会では、実行委員会の構成団体の紹介、野田事務局長からの

基調報告に続き、内閣府「エイジレスライフ」の表章が行われ

ました。後半は、権丈善一慶応大教授、杉良太郎さんの２本の

講演があり、集会アピールを採択したのち、人見会長の「団結

がんばろう」で幕を閉じました。 

Ⅰ 「もっと気になる社会保障」 

慶応大学商学部 権丈善一教授 

       ＊講演内容は、「ふれあい情報」353号

であらためてお伝えします。 

Ⅱ「特殊詐欺対策、健康対策に関して」 

       警察庁特別防犯対策監 

厚労省健康行政特別参与 

杉 良太郎さん 

 15 歳のころから刑務所の慰問をやってきまし

た。皆さんやご家族で詐欺にあった方はいます

か。皆さんに覚えておいてほしいのは、「あなた

は必ず騙される」ということです。相手はプロで

すから必ず騙される。聞いてしまったらアウトで

す。ぜひ、防犯機能付きの電話をつけてくださ

い。数千円で付きます。健康が第一です。せっ

かくここまで生きたんだから、深酒をやめて、ぜ

ひ肝炎の検査をしてください。 

講 演 


